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伊

達
聖
伸
著

「

ラ

イ

シ

テ
、

道
徳

、

宗
教
学

　

　
　
　

も
う
ひ

と
つ

の
冖

九
世

紀
フ

ラ
ン

ス

宗
教
史

1
』

A5

判

勁

草
書
房

二

〇
一

〇

年

三

月
一

五

H
刊

゜
磁

＋

五

三

六
＋

五

〇

貞
　
六
〇
〇
〇

円
＋

税

山

　
暗

口

冗

　

本
書
は

、

著
者
が

二

〇
〇
七

年
、

リ
ー

ル

第
三

大
学
に

提

出
し

た

博
十

論
文
を

も
と

に
、

凵

本
語
で

書
き
下

ろ

し
た

著
作
で

あ
る

。

序
論
・

結
論

と
四

部
一

〇

章
に

及
ぶ

浩
瀚
な
本

書
は
、

一

九
世

紀
フ

ラ

ン

ス

に

お

け
る

ラ

イ

シ

テ

（

霞
6

ま
　
脱

宗
教）

の

道
徳
の

生

成
と

宗
教
学
の

成
立
と
を

動
態
的
に

俯
瞰
す
る

こ

と
を

通
じ
て

、

こ

の

問
の

宗
教
認
識
の

変
遷

を
詳

細
に

た
ど

る

こ

と

に

充
て

ら

れ
て

い

る
。

そ
の

分
析
対
象
は
、

当
時
の

政

治
的
・

社
会
的
情
勢

、

ラ

イ
シ

テ

に

か
か

わ

る

法
律

、

初
等
教
育
現

場
に

お

け
る

ラ

イ
シ

テ

の

実
践

、

高
等
教
育

機
関
に

お

け
る
宀

示

教

学
の

制

度

化
、

さ
ら
に

ラ

イ
シ

テ

な

ら
び

に

宗
教

研

究
に
か

か

わ
る

多
彩
な

思

想

家
・

研

究
者
の

思
想

　
　
と

り
わ

け
オ
ー

ギ
ュ

ス

ト
・

コ

ン

ト、

エ

ル

ネ

ス

ト
・

ル

ナ

ン
、

エ

ミ

ー

ル

・

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム
、

ア

ン

リ
・

ベ

ル

ク
ソ

ン

が

中
心
的
な

人
物
と

し
て

取
り
上

げ
ら
れ、

詳
細
な
分

析
が

加
え
ら
れ
る

−
等
々

、

広
範
囲
に

及
ん

で

お

り、

き
わ
め

て

多
角
的
な
視
点
に

立
っ

て
、

冖

九
世

紀
か

ら

二

〇
世

紀
初
頭
に
か

け
て

の

フ

ラ

ン

ス

の

宗
教、

あ

る

い

は

宗
教

認
識
を
め

ぐ
る

複
雑
多
岐
な
状

況
を
浮
か
び
上
が

ら
せ

る

こ

と

に
成
功
し
て

い

る
。

　

し

か
も

本
書
の

叙
述
は

単
な
る

事
実
の

記

述
に

留
ま
ら

ず、

近

年
の

フ

ラ

ン

ス

に

お

け
る
ラ

イ
シ

テ

論
の

動
向
　
　
ジ
ャ

ン
・

ボ
ベ

ロ

の

研
究
に

代
表
さ
れ

る

ー
や

マ

ル

セ

ル
・

ゴ

ー

シ

ェ

に

よ

る
独

特
の

「

宗
教
」

概

　

　

　
　
　
　　
ユゴ

念
を
踏
ま
え
つ

つ
、

ラ

イ
シ

テ

の

展
開
と

宗
教

学
の

生

成
と
を

動
態
的
に

関
連
さ
せ

て

と

ら

え
る
と
い

う
オ
リ

ジ

ナ
ル

で

骨
太
な

構
想
に

基
づ

き、

さ
ら
に

は

現
代
宗
教

学
の

ア

ク
チ
ュ

ア

ル

な

問
題
設

定
に

切
り
込
む

姿
勢

も
示
し
て

い

る
。

そ
の

検
討
作
業
は

、

膨
大
な
．

次
・
．
．

次
文
献
の

渉

猟

に

裏
打
ち
さ
れ
、

宗
教

史
、

宗
教

学
史、

政
治
史、

教

育
史、

思
想
史
、

オ

リ
ジ

ナ

ル

な

解
釈
に

基
づ

く
思

想
研
究
に

至
る

ま
で
、

多
様
な

学
問

分

野
に

ま
た
が
る

広
大
な

領
域
を
カ

バ

ー

し
な
が
ら

そ
の

デ

ィ

テ

ー

ル

を

追

求
し
た
、

比

類
の

な
い

圧

倒
的
な
研
究

成
果
と

し
て

結

実
し

て

い

る
。

本

書
は
、

広
く
近

代
フ

ラ

ン

ス

の

宗
教
や

礼
会、

思

想
に

関
心
を

持
つ

者
に

と
っ

て
、

第
一

級
の

必

読
文
献
の

ひ
と
つ

で

あ
る
と
い

っ

て

も
過

言
で

は

あ
る

ま
い

。

す
で

に
フ

ラ

ン

ス

で

は
、

本
書
の

も
と
と

な
っ

た

博
十
論

文

に

対
し
て

二

〇

〇
八

年
の

オ
ー

ギ
ュ

ス

ト
・

コ

ン

ト
賞
が

授
与
さ
れ、

ま

た

日
本
で

も、

二

〇
［
一

年
度
の

渋
沢
・

ク

ロ

ー

デ
ル

賞
（

ル

イ
・

ヴ
ィ

ト
ン

　
ジ
ャ

パ

ン

特
別
賞）
、

日

本

宗
教
学
会
賞

、

サ
ン

ト

リ
ー

学
芸

賞

を

本
書
は

受

賞
し
て

い

る
が
、

あ
る
意

味
で

は

当
然
の

結
果
と

い

え
る

か

も
し

れ

な
い

。

　
こ

の

よ

う
に

多．
様
な
学
問

分
野
に

ま
た
が
る

浩
瀚
な

力
作
で

あ
る
だ

け

に、

本
書
の

主
要
な

論
点
に
か

ぎ
っ

て

も
、

与
え
ら
れ

た

紙
数
の

な
か
で

総

合
的
か

つ

十
全
に

紹
介
す
る

こ

と
は

、

到
底
評
者
の

な
し

得
る
と
こ

ろ

で

は

な
い

。

こ

こ

で

は

宗
教

学
の

視
点
か
ら

そ
の

骨
格
を

概
観
し、

若
干

の

誣．＝
口

を

付
す
こ

と
で
、

書
評
の

責
を

果
た
し
た
い

、

　
ま
ず
は

全

体
の

構
成
を

示

す
た
め

に
、

章
立
て

を

列
挙
し
て

お
く．．
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序
論

第
−

部

　
胚
胎

期
の

ラ

イ

シ

テ

の

道

徳
と

宗
教
の

科
学
的
研

究

　
　
　
　

　
　
　
．

一
重
の

脱
宗
教
化

　

第
−

章
　
一

九

世
紀
前
半
の

宗
教

状
況

　

第
2
章
　
オ
ー

ギ
ュ

ス

ト
・

コ

ン

ト
の

宗
教
史
と

実
証
主

義
的
道

徳

　

第
3
章
　
一

九

世
紀
半
ば

の

宗
教

状
況

　
　
　
　

　
　

−
科
学
と

政
治
の

分
化、

宗
教
の

内
面
化

　

第
4
章
　
エ

ル

ネ
ス

ト
・

ル

ナ
ン

の

宗
教

史
と

政
治
的
発
言

　

第
−

部
の

結
論

　
コ

ン

ト

と
ル

ナ
ン

を

隔
て

る

も
の

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

実
証
主

義
の

変
質

第
H
部
　
ラ

イ

シ

テ

の

道

徳
の

確
立
と

伝
播

　

第
5
章
　
政
治
の

場
に

お

け
る

「

道
徳
」

と
「

宗
教
」

　

第
6
章
　
小
学
校
に

お
け

る

ラ

イ

シ

テ

の

道
徳

　

第
H
部
の

結
論

　
ラ

イ
シ

テ

の

道
徳
は

い

か
な
る

意

味
で

宗
教
的
か

第
皿

部
　
宗
教
学
の

制
度

化
と

展
開
i

ー
宗
教

学
の

「

宗
教
」

概
念

　

第
7
章
　
宗
教
学
の

制
度

化

　

第
8
章

　
宗
教
学
の

展
開

i
高
等
研
究
院
第
五

部

門
の

場
合

　

第
皿

部
の

結
論
　
宗
教
学
の

認
識
論
的
限
界
？

第
W
部

　
道
徳
と

宗
教
の

新
た
な
合
流

点

　
　
　
　

　

1
「

宗
教
の

あ
と

の

宗

教
性
」

　

第
9
章

　
デ
ュ

ル

ケ
ム

の

宗
教
社
会

学
と
ラ

イ
シ

テ

の

道

徳

　

第
10
章
　
ベ

ル

ク

ソ

ン

哲
学
に

お
け
る

道

徳
性
と

宗
教
性

　

第
W
部
の

結

論

　
デ
ュ

ル

ケ
ム

に

お

け
る

宗
教
性
と
ベ

ル

ク

ソ

ン

に

お

　
　
　
　

　
　
　
　

け
る

宗
教
性
の

関

係

結
論

　
一

般
に

ラ

イ
シ

テ

と

は
、

一

九
〇

五

年
の

政
教

分
離
法
に
よ
っ

て

成
立

し
た

フ

ラ

ン

ス

型
の

政

教
分
離
の

理

念
と

制
度
と
み

な

さ
れ
る

が
、

そ
れ

は

フ

ラ

ン

ス

革

命
以

降
の

歴

史
的
な

展
開
を
通
じ
て

、

紆
余
曲
折
を

経
な

が
ら
形
成
さ
れ
て

い

っ

た

も
の

で

あ
っ

た
。

本
書
の

叙
述
全
体
を

通
じ

て

最
も
特
徴
的
な

点
は

、

通
常、

既
成
宗

教
か
ら

脱
却
し
た

非
宗
教
を
め

ざ

す
も
の

と

み

な
さ

れ

が

ち
な

ラ

イ

シ

テ

の

な

か
に、

何
ら
か
の

「

宗
教
的

な
も
の
」

、

「

宗
教
性
」

を

見
出
そ
う
と

す
る

志
向
で

あ
る

。

そ
れ
は

同
時

に、

一

九
世

紀
以

降
の

フ

ラ

ン

ス

に
お
い

て
、

従
来
の

「

宗
教
」

が
変．
容

し
、

そ
こ

か

ら
新
た
な
「

宗

教
性
」

が
生
成

し
て

き
た

と

す
る

認
識
を

前

提
と
し

て

い

る
。

ラ

イ
シ

テ

の

道

徳、

な
ら
び

に

宗
教
現

象
を

認
識
す
る

学
問
と
し

て

の

宗
教
学
は

、

ま
さ

に

こ

の

過

程
の

な

か

か

ら
生
み

だ

さ
れ

て

き
た
と
す
る

仮
説
が、

本

書
の

叙
述
の

軸
を

形
作
る

こ

と
に

な
る

。

　

第
−

部
は
、

フ

ラ

ン

ス

革

命
か

ら
一

九
世

紀
後
半
に

至

る
ま
で

、

ラ

イ

シ

テ

の

概
念
が

徐
々

に

形
成
さ
れ
て

い

く、
・
干

に

社

会
的
・

思

想
的

背
景

の

解

明
に

充
て

ら
れ

る
。

一

九
世

紀
前
半
は
、

カ

ト

リ

ッ

ク

に

代
表
さ
れ

る

既
成
宗
教
が
フ

ラ

ン

ス

社
会
の

な
か

で

全
体
的
な
包

括
性
を
失
い

な
が

ら

も、

宗
教
の

社

会
道

徳
的
な
有
用

性
は

ま
だ

信
じ

ら
れ
て

お
り

、

た
と

え
ば

サ

ン

”

シ

モ

ン

の

新
キ
リ

ス

ト
教
の

よ

う
に

新
た

な

宗
教
の

創
出
に

よ
る

社
会
再
組
織

化
の

構
想
も
出

現
す
る
。

こ

の

時
期
に

現
わ

れ
た
コ

ン

ト

の

実
証
主

義
は、

周

知
の

よ

う
に

三

段
階
の

法
則
　
　
入

類
の

精

神
は

神
学

的
段

階
か
ら

形

而
上

学
的
段
階
を

経
て

実

証
的

段
階
に

到
達

す
る

　
　
を

基
軸
と

す
る

も
の

で

あ
る

が
、

そ
れ

は

現
象
の

法
則
性
の

探
求
に

人

間
の

認
識
を
限

定
す
る

と
い

う
点
で

相
対
的
で

柔
軟
な
視
座
を

確
保
し

て

い

る
．

同
時
に、

三

段
階
の

法
則
に
よ

る

人

間
精
神
展
開
の

把
握
は
、

神

学
的

概
念
か

ら
解
放
さ
れ
た

実
証
主

義
の

視
点
に

よ

る

宗
教

史
研
究
と

〔801）179
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い

う
意
味
も
併
せ

も
つ
、

と
さ

れ

る
。

さ
ら
に

こ

の

実

証
主

義
の

立

場
か

ら
、

社
会
再
建
の

た
め

の

道

徳
を

人
類
の

崇
拝
に

よ

っ

て

確
立
す
る

人

類

教
が

導
き
出

さ
れ

る

こ

と

に

な
る

。

こ

の

場
合

人

類
教
は
、

絶
対
的

な

「

神
」

を

拠
り

所
と
せ

ず、

私

的
領
域
と

公
的

領
域
に

共
に

か

か
わ

る

独

自
の

道
徳
11

宗
教
形
態
と
し
て

構
想
さ
れ
て

い

る
。

著
者
は
、

こ

の

よ

う

に

オ
リ

ジ

ナ
ル

な

解
釈
に

基
づ

き、

宗
教
研

究
と

道
徳
と
の

脱
宗
教

化
の

先
駆
と

し
て

コ

ン

ト
を

位
置
づ

け
る

の

で

あ
る

。

　

と
こ

ろ

が
一

八

四
八

年
の

二

月
革
命
以
降

第
三

共
和
政
に

至
る

ま
で、

め
ま

ぐ
る

し

く
移

り
変
わ
る
政

治
状
況
に

お
い

て
、

宗
教
は

徐
々

に

脱
政

治
化
さ
れ、

ま
た

宗
教
の

個
人
へ

の

内
面
化
11

私
事
化
が
進

行
し
て

い

く

と

さ
れ
る

。

こ

れ

に

基
づ

く

軋
轢
は
、

や
が
て

第
三

共
和
政
に

お
け
る
カ

ト
リ
ッ

ク
と

反
教

権
主

義
と

の

対
立

（

「

二

つ

の

フ

ラ

ン

ス

の

戦
い
」）

と

な
っ

て

現
わ

れ
て

く
る

の

だ

が
、

こ

の

よ

う
な

宗
教
状
況
を

反
映
す
る

新

た

な

研
究
ス

タ

イ
ル

の

典
型

が
、

ル

ナ
ン

に
よ

る

宗
教

史

研
究
で

あ
っ

た
。

ル

ナ
ン

は、

専
門

化
と

文
献

学
的
方
法
の

導
入
に

よ

る

科
学
的
な

宗

教
史
の

確
立

　

　
た
だ

し、

言
語

的
人

種
の

概
念
に

基
づ

き
キ

リ

ス

ト

教

を
頂
点
と

す
る

進

化
論
図
式
に

依

拠
す
る

そ
の

研
究
は
、

の

ち
に

典
型

的

な
オ

リ
エ

ン

タ

リ
ズ

ム

と

目

さ
れ

る

よ

う
に

な

る

の

だ

が

ー
を

め

ざ

し、

そ

の

科
学
性
を

保
証
す
べ

く
、

コ

ン

ト
と

は

異
な
っ

て

実
践
的
方
向

性
と
の

断

絶
が
強

調
さ

れ
る

よ

う
に

な
る

。

著

者
は
、

ル

ナ

ン

に

よ

る
こ

の

よ

う
な
理

論
と

実
践
の

切
断
の

延

長
線
上

に、

第
三

共
和

政
に

お
け
る

ラ

イ

シ

テ

の

道
徳
の

導
入
と

宗
教

学
の

制
度
化
が

可
能
に
な
っ

た
、

と

と

ら

え
て

い

る
。

　

第
π

部
で

は
、

ラ

イ
シ

テ

に

か
か

わ
る
一

連
の

法
律
の

制

定
過
程
の

検

討
を
通

じ
て
、

ラ

イ
シ

テ、

と
り
わ
け

そ
の

道
徳
の

内
実
が

描
き
出
さ
れ

る
。

　
一

八

八
一

年
の

フ

ェ

リ
ー

法
に
は
、

初

等
公

教
育
の

無
償
化
と

義
務

化
、

宗
教
教

育
を

公

教
育
の

必

修
科
目
か

ら

外
す
こ

と

が

盛
り
込
ま

れ

た
。

そ
れ

は

公
教
育
を

既
成
宗
教
か

ら

独
立
さ
せ

る
方
向
を
め

ざ
す
も
の

で

あ
る
が

、

「

魂
の

な

か
に

宗
教
的

感
情

を
日

覚
め

さ
せ
」

て

国
民

統
合

を

図
る

と
い

う
そ
の

方
針
の

な
か
に

、

著
者
は

唯
心
論
的
傾
向
と

市
民
宗

教
的

性
格
を

読
み

取
っ

て

い

る
。

他
方
で
、

国
内

的
に

は

脱
宗
教

化
を

推

進
し
な
が

ら
、

植
民

地
支
配

を
堅
持

し
て

「

文

明
化
の

使
命
と

宗
教

伝

道
」

を

認
め

る

当
時
の

第
三

共

和
政
の

体
制
の

な

か
に

、

対
外
的
に

は

カ

ト
リ

ッ

ク

国
と

し
て

の

フ

ラ

ン

ス

と
い

う
イ
メ

ー

ジ
が

強
調
さ
れ
る

「

逆

説
的
な

宗
教
約
側
面
」

を

も
著
者
は

指
摘
す
る

。

　
「

八

九
〇

年
代
に

な
る

と
、

共

和
派
が
左
傾

化
す
る

な
か
で

、

宗
教
は

完
全
に

個
人
の

選
択
に

よ

る

「

私
的
な

も
の
」

と

み
な

さ
れ

る
よ

う
に

な

る
が、

こ

の

よ

う
に

新
た

な
宗
教

概
念
を
確
定
さ

せ
る

の

に

大
き

く
与
っ

た

の

が
「

九
〇

五

年
の

政
教
分
離

法
で

あ
っ

た
。

こ

の

法
律
は

「

良
心
の

自
由
と

礼
拝
の

自
山

」

の

確
立
に
よ
っ

て

宗
教
の

私

事
化
　
　
宗
教
を、

個
人
の

内
面
的

信
仰
と
ア

ソ

シ
エ

！

シ
ョ

ン

型
の

教

団
に
限

定
す
る

を

完
成

す
る
。

著
者
に

よ

れ

ば
、

こ

れ
は

い

わ
ば

「

宗
教
の

再
定
義
」

な

の

で

あ
り

、

こ

の

結
果
、

従
来
は

カ

ト

リ
ッ

ク

の

管
轄
で

あ
っ

た

道
徳
教

育
は、

ラ

イ
シ

テ

の

道

徳
に

基
づ

く
公

教
育
に

全

面
的
に

移
行
す
る
こ

と

に

な
る

。

し
か

し

な
が
ら

政
教
分

離
法
制
定
に
お
い

て

中
心
的
な

役
割
を

果
た
し

た
フ

ェ

ル

デ

イ

ナ
ン

・

ビ

ユ

イ
ッ

ソ

ン

は
、

当
初
か
ら

、

既

成
宗

教
に

か
か

わ
ら

な
い

、

あ
る

い

は

新
た

な

宗
教

概
念
か

ら
は

み

出

し
た

「

宗
教
性
」

を
、

ラ

イ
シ

テ

の

道

徳
の

な
か
に

確
保
し
よ

う
と

し
て

い

た
。

　

実

際、

当

時
の

教

科
書
の

記
述
や

生

徒
の

ノ

ー

ト
か

ら

著
者
が

読

み
取

180（802）
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る

と
こ

ろ

で

は
、

現
実
の

教

育
現
場
で

実
践
さ
れ
た
ラ

イ
シ

テ

の

道
徳
に

は
、

さ
ま
ざ
ま
な

「

宗
教
性
」

が

現
わ

れ

て

い

る
。

た
と
え
ば

そ
こ

で

説

か

れ

る

謙

譲
や

連
帯
と

い

っ

た

具
体
的

な
徳

日
は

従
来
の

カ

ト

リ
ッ

ク

道

徳
と

連

続
し
て

お
り

　

　
「

カ

ト
ラ

イ

ッ

ク

8
讐
『
O−
巨
ρ
ロ
 ）

な

道

徳
」

　

　
、

あ
る
い

は

偉
人
が

神
聖

化
さ
れ
、

生

徒
の

規
律
付
け
の

装

置

と

し
て

の

役
割
が
果
た
さ
れ

て

い

た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ

う
に

見
る

な
ら

ば
、

ラ

イ
シ

テ

の

道
徳
の

導
入
は

、

既
成
宗
教
か

ら
の

道
徳
の

分
離
で

は

あ
っ

て

も
、

道
徳
か

ら
の

「

宗

教
的
な

も
の
」

の

排

除
で

は
な

く、
「

宗

教

的
な

も
の
」

の

い

わ
ば

再
編
で

あ
っ

た
、

と

す
る

の

が
著
者
の

主

張
で

あ
る
．

　

第
皿

部
で

は
、

フ

ラ

ン

ス

に

お
け
る

宗
教

学
の

制
度
化
が

扱
わ

れ
る

。

一

八

七
九

年
に

は

コ

レ

ー

ジ
ュ

・

ド
・

フ

ラ

ン

ス

に

宗
教
史
講
座
が
開

設

さ
れ

、

一

八

八
〇

年
に

は

『

宗
教
史
雑
誌』

が

創
田
、

」

八

八

五

年
に

廃

止
さ
れ
た

カ

ト
リ

ッ

ク

神

学
部
に

代
わ

っ

て

翌

年
、

高
等
研

究
院
の

第
五

部

門
と

し
て
宀

示

教

学
（
ω

o

冨
口
o
 

゜。

諾
＝

舮q
δ
¢
ω

Φ

ω）

部
門

が

設
置
さ

れ、

キ

リ

ス

ト
教
の

み

な
ら

ず、

イ
ン

ド

の

宗
教
や
イ
ス

ラ

ー

ム
、

極
東
の

宗

教
を

研
究
す
る

高
等
教
育
機
関
が
フ

ラ

ン

ス

で

初
め

て

登
場

す
る
。

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
系
の

研
究
者
が

多
数
を

占
め

て

い

た

高
等
研
究

院
に

お
け
る

宗
教
学
の

方
向

性
と

し
て

は
、

モ

ー

リ
ス
・

ヴ
ェ

ル

ヌ

に

代
表
さ

れ
る

厳

格
な
文

献
主
義
と
レ

ヴ
ィ

ユ

父

子
に

代
表
さ
れ

る

テ

ィ

ー

レ

流
の

宗
教
進

化
論

2
般
宗
教

史）

が
あ
っ

た
が
、

後
者
が

主

流
を
占
め
る

よ

う
に

な

る
。

や

が

て
一

九
〇
．

年
に

は
、

み

ず
か

ら

も
第
五

部
門
で

教

育
を

受
け

た

ユ

ベ

ー

ル

と

モ

ー
ス

が

講
師
と
し
て

着
任
し
、

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

流
の

宗

教
社

会
学
が
導
入
さ
れ

る
。

し
か
し
な
が

ら

制
度
化
さ

れ
た

宗
教

学
の

内

部
で
、

ラ

イ
シ

テ

の

道

徳
が

研
究
対

象
と
さ

れ

る

こ

と
は

な
か
っ

た
。

ま

た

第
五

部
門
は

基

本
的
に

は、

宗
教
現
象
の

科

学
的
研
究
の

進

展
を
目
指

し
て

少
数
の

研
究
者

養
成
に

特
化
し
た

高
等
教

育
機
関
で

あ
っ

て
、

そ
の

研
究

成
果
は
．

般
に

は

ほ

と

ん

ど

還

元
さ
れ
な
か
っ

た
。

　

第
W
部
で

は
、

こ

の

よ

う
な

制

度
化
さ

れ

た

宗
教

学
の

外

部
に

あ
っ

て、

ラ

イ
シ

テ

の

道

徳
も

視
野
に

入
れ

た

独
自
の

宗
教

研
究
を
展

開
し

た

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

と
ベ

ル

ク

ソ

ン

が

取
り
上

げ
ら
れ
る

。

　

実

際、

著
者
の

見
る

と
こ

ろ
、

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

の

宗

教
社
会
学
は

、

ま

さ
に

「

ラ

イ

シ

テ

の

道
徳
の

理
論
的
・

実
践
的
確
立
」

を
め

ざ
す
も
の

で

あ
っ

た
。

『

道
徳
教
育

論
』

に

お

け
る

デ

ュ

ル

ケ

ー

ム

の

議
論
は

ラ
イ
ッ

ク
な
道
徳
の

確
立
に

向
け
ら

れ
、

そ
の

な
か
に

独
自
の

「

宗
教
性
」

を

要

請
し
て

い

た
。

そ
の

際
に

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

は
、

キ

リ
ス

ト
教
を

頂
点
に

置

く
よ

う
な
レ

ヴ
ィ

ユ

父

子
流
の

宗
教
進
化
論
を

相
対
化
し、

ま
た

各
社

会

に

固
有
の

道
徳

体
系
の

存
在
を
認
め

る

こ

と

で
、

道
徳
を
相
対
化
す
る

視

点
も
持
ち
合
わ
せ

て

い

た
。

さ
ら
に

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

は
、

宗
教
を

自
明
の

現
象
と

し
て

前

提
す
る

の

で

は
な

く
、

そ
の

有
名
な

定
義
が
示
し
て

い

る

よ

う
に
、

宗
教

現
象
を

研
究
対
象
と
し
て

構
成
す
る

と
い

う
態
度
を

自
覚

的
に

採
用
し

て

「

宗
教

的
な

も
の
」

の

範
囲
を
拡
大
し

、

神
と
杜

会
と
の

等
置
に
よ

る

宗

教
の

合

理
的
説
明
に

成

功
し

た
．

こ

の

結
果、

著

者
に

よ

れ

ば

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

は
、

新
た
な
「

宗

教
性
」

の
＝ 一
側

面
に

た
ど

り
つ

い

た
の

で

あ
っ

た
。

す
な
わ
ち

集
合
的
沸

騰
に

お

け
る
聖
の

体
験
に

代
表
さ

れ
る

よ
う

な
「

差

異
の

経

験
」

、

認
識

論
的
カ

テ
ゴ

リ

ー

の

宗
教

的
11

社

会

的
起
源
に

基
づ

く
「

認

識
装
置
と

し
て

の

宗
教
性
」

、

個
人

的

宗
教
と

い

う
形
で

提
示
さ
れ
る

実
存

的
な

「

宗
教
性
」

　
　

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

に

あ

っ

て

は

あ
く

ま
で

二

次
的
な

性
格
の

も
の

と

し

て

提
示
さ
れ
る

の

み
で

あ

っ

た
が

　
　、

が

そ
れ
で

あ
る

。
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「

方
、

通
常
は

ラ

イ
シ

テ

の

議
論
に
は

ほ
と
ん

ど

結
び
つ

け
ら
れ
る

こ

と
の

な
い

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

哲

学
に

も、

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

と

同
様
の

新
た
な

「

宗
教

性
」

を

見
出

す
こ

と

が

で

き
る
、

と

著
者
は

考
え
る

、

そ

れ
は

、

晩
年
の

『

道
徳
と

宗
教
の

二

源

泉
』

に
お
け
る

「

静
的

宗
教
」

　
　

そ
の

分
析
の

過
程
で

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

の

宗
教
社
会

学
が

批
判
の

俎
上

に
載
せ

ら

れ

る

　
　
と

「

動
的

宗
教
」

と

の

あ
い

だ

に

求
め

ら

れ

る

も
の

で

あ
る

が
、

同

時
に

そ
れ

は
、

ベ

ル

ク
ソ

ン

哲
学
の

初

期
か

ら
一

貫
す
る

モ

チ

ー

フ
、

「

「

持
続
」

と

し
て

の

内
的
経
験
」

の

展
開
た
る

「

差

異
の

経
験
」 、

「

表
象
図

式
構
造
」 、

「

人

格
性
」

と

し
て

提
示
さ

れ
る

と
い

う。

さ
ら

に

民
主
主

義
に
宗
教

的
基
盤
を
求
め
る
ベ

ル

ク

ソ

ン

の

議
論
に

は
、

ラ
イ
シ

テ

の

道

徳
へ

の

接

点
を

直
接
見
出

す
こ

と

が
で

き
る
、

と

さ
れ
る
．

著
者

は
独

自
の

解
釈
に
よ

っ

て
、

ベ

ル

ク

ソ

ン

哲
学
の

心

理
学
的
・

存
在
論
的

モ

チ

ー

フ

か

ら
、

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

と

同
様
の

新
た

な

「

宗
教
性
」

を

導
き

出
し
た
の

で

あ
る

。

著
者
に

よ

れ
ば
、

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

と
ベ

ル

ク

ソ

ン

に

見
出
さ
れ
る

「

宗
教
性
」

の

三

側
面
は

、

ゴ

ー

シ
ェ

が

近
代
以

降
の

「

宗

教
の

あ
と
の

宗
教
性
」

と
し

て

取
り
出
し
た
三

側
面

、

す
な

わ
ち

「

差
異

の

経
験
」 、

「

実
在
分

割
の

基

本
図
式
」

、
「

私
た

ち
は

私
た

ち
自
身
の

た

め

に

存
在
し
て

い

る

と
い

う
問
題
の

経
験
」

に

対
応
す
る、

と

さ
れ

る
。

　

結
論
に

お

い

て

著
者
は
、

ラ

イ

シ

テ

の

道

徳
の

な
か
に

「

宗
教
性
」

を

見
出
そ
う
と

す
る

み

ず
か
ら
の

志
向
を

、

従
来
の

「

近

代
と

宗
教
は

相
反

す
る

と
い

う
図
式
」

に

抗
し

て
、

「

近

代
の

読
み

直
し

に

よ

る
「

宗
教

的

な
近
代
」

の

発

見
」

の
一

環
と

位
置
づ

け
る

。

そ
れ
は
、

近

代
と
い

う
時

代
の

な
か

で
、

縮
小

す
る
一

途
の

「

宗
教
」

か
ら
は

み

出
し
て

拡
散
す
る

「

宗
教
性
」

を

読
み
取
ろ

う
と

す
る
試
み

で

あ
り、

「

宗
教
」

を

実
体
的
に

と
ら

え
る

の

で

は

な

く、

そ
の

変
化
の

具
体
相
に

お

い

て

柔

軟
に

と

ら
え

よ

う
と

す
る

姿
勢
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
「

宗

教
的
な

近

代
」

の

発

見

は、

基

本
的
に
一

九
七
〇

年
代
の

い

わ

ゆ
る
「

宗
教
回
帰
」

現
象
を

契
機

と
し

て

も
た

ら

さ
れ
た
も
の

で

あ
る
が

、

し
か
し

な
が
ら

著
者
の

見
る

と

こ

ろ
、

そ
れ

は

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

や
ベ

ル

ク

ソ

ン

に

よ

っ

て

す
で

に
部

分
的

に

先
取
り
さ
れ

て

い

た

の

で

あ
る

。

い

い

か
え
れ
ば

ラ

イ
シ

テ
の

道

徳
に

お

け
る

「

宗
教
性
」

も
、

彼
ら
の

そ
の

よ

う
な

先
見
性
に

よ

っ

て

す
で

に

発

見
さ
れ
て

い

た
の

だ
、

と
い

う
こ

と
に

な
る

。

　

本
書
の

真
骨
頂
は
、

多
彩
な
文
献
・

資
料
の

読
解
か
ら

掘
り
起
こ

さ
れ

た
思
想
や

事
実
の

デ
ィ

テ

ー

ル

の

積
み

重

ね
に

よ
っ

て、

一

九

世

紀
フ

ラ

ン

ス

の

宗
教

状

況
の
一

端
を

総
体
的
に

浮

き
彫

り
に

し
て

い

る

点
に

あ

り、

こ

の

作
業
自
体
が

き
わ

め

て

オ
リ

ジ

ナ
ル

な

仕
事
で

あ
る

。

し
か

も

そ
の

よ

う
な

デ

ィ

テ

ー

ル

の

積
み
重
ね
が
、

ラ
イ
シ

テ

の

道
徳
の

な
か

に

「

宗
教
性
」

を
読
み
込
む
と

い

う
一

貫
す
る

構
想
に

収
斂
し

て

い

く
剛

毅

さ
に
、

本

書
の

最
大
の

魅

力
が

あ
る

と

い

え
る

。

そ

し
て、

こ

の

よ

う
に

浩
瀚
で

か
つ

野

心
的
な
大

著
で

あ
る

か
ら
こ

そ．

本
書
に

対
し
て

は

さ
ま

ざ
ま

な

観
点

か
ら
の

批

評
が

可

能
と

な
ろ

う
。

こ

こ

で

は
一

点
だ

け、

「

宗
教
性
」

の

概
念
に

つ

い

て

触
れ

て

お
き
た
い

。

　

本
書
は

必
ず
し

も
読
み
や

す
い

と

は
い

い

が

た
い

が
、

そ
の

大
き

な
要

囚
の

ひ

と

つ

と
し

て
、

こ

の

「

宗
教
性
」

概
念
の

曖
昧
さ
が

伏
在
す
る

よ

う
に

思
わ

れ
る．．

著
者
は
、

ラ

イ

シ

テ

の

道
徳
の

な

か
に

存
す
る
と

思
わ

れ
る

「

宗
教

性
」

を

執
拗
な

ま
で

に

追
い

求

め

て

い

く
。

し
か

し

な

が

ら
、

「

宗
教

性
」

が

そ
も
そ
も

ど
の

よ

う
な
も
の

で

あ
る
の

か
は
、

明
確

に

は

規
定
さ
れ
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ

の

具
体
的
事
例
に

即
し
て
、

た
と

え
ば

社
会

的
統
合
機
能、

唯
心

論
的
傾

向、

既
成
宗
教
と
の

連

続
性、

あ
る

い

は
研

究
者
の

真
摯
な

態
度
等
の

要
因
が

、

暗
黙
の

う
ち
に

そ
れ

ら
の

事
例
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が
宗
教
的
で

あ
る
こ

と
の

指
標
に

さ

れ

て

い

る
よ

う
に

思
わ

れ

る
．

け
れ

ど
も
そ

れ

ら
の

要

因
が

な
ぜ

、

「

宗

教
的
な
も
の
」

の

指
標
た

り

得
る

の

か
に

つ

い

て

は
、

何
ら

触
れ

る

と
こ

ろ

が

な
い

。

こ

の

よ

う
に

無
規
定
に

頻
用
さ
れ
る

「

宗
教
性
」

の一．＝
口

葉
は

、

そ
れ

自
体
で

違

和
感
を

招
く
よ

う

作
用
す
る

。

も
と

よ

り
そ
れ

は
、

宗
教
の

実
体
視
を
徹

底
し

て

避
け、

そ

の

歴

史
的
な
変

化
に

柔
軟
に

対
応
し
よ

う
と

す
る

著
者
の

強
い

意
向
の

現

わ

れ

で

あ
ろ

う
。

け
れ
ど

も
、

著
者
自

身
が

本
書
の

結

論
に

お
い

て

認
め

て

い

る
よ

う
に
、

無
規
定
の

「

宗
教
性
」

は

無
限
に
拡
散
可
能
で

あ
る

。

極
論
す
れ

ば
、

そ

こ

に

は

も
は

や

「

宗
教
性
」

と
い

う一、＝
口

葉
を
用
い

る

必

要
さ

え
も

消
失
し
て

し

ま

う
の

で

は

あ
る
ま
い

か
。

た

と

え
ば

著

者
は

、

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

の

宗

教
社
会

学
を
、

一

貫
し
て

ラ

イ

シ

テ

の

道
徳

確
立
の

た
め
の

も
の

と

断
じ
る

が
、

評

者
が

見
る

と
こ

ろ
、

こ

れ

は

い

さ
さ
か
強

引
な

解
釈
で

あ
っ

て、

む
し
ろ

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

が

宗
教
の
一

般
概
念
と

し

て

提

示
し
よ

う
と

し
た

も
の

と、

彼
が
ラ

イ

シ

テ

の

道

徳
に

見
出
そ
う
と

し
た
「

宗

教
性
」

と
の

落
差
こ

そ
が
論
じ

ら

れ
ね
ば

な
ら
な
か
っ

た
の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

本
書
の

な

か
で

は
、

近

代
以

降
の

「

宗
教
性
」

が

ど

の

よ
う
な
も
の

と
し

て

と

ら
え
ら
れ
る

べ

き
か

に

つ

い

て
、

ゴ

ー

シ
ェ

や
エ

ル

ヴ
ユ

囗

レ

ジ
ェ

の

議
論
が

そ
の

ま

ま
援
用
さ

れ
る

が
、

こ

れ

に
対

す
る

著
者
の

検
討
も
、

少
な
く
と

も

明
示
的
に

は

行
わ

れ
な
い

。

「

宗
教

的
な

近
代
」

に

お

け
る

「

宗
教
性
」

の

解
読
が

本
書
の

核
心
を
な
す
の

で

あ
れ

ば
、

ま

ず
も
っ

て
、

著

者
が

「

宗
教
性
」

概

念
を
ど

う
と

ら
え
る

の

か
、

あ
る

い

は

少
な
く
と
も
な

ぜ

そ
れ

を
無
規
定
の

ま
ま

用
い

ね
ば

な
ら
な
か

っ

た
の

か
、

そ
の

理
論

的
な

吟
味
を
提
示
す
る

と
こ

ろ

か

ら

始
め
る
べ

き

だ
っ

た
の

で

は

な

い

だ
ろ

う
か
。

　
そ
れ
で

も

な
お
、

本

書
が、

一

九
世

紀
フ

ラ

ン

ス

の

宗
教
を
わ

れ
わ
れ

が

考
え
る

上
で

裨
益
す
る
と

こ

ろ

大
で

あ
る
こ

と
に

変
わ

り
は

な

い

。

本

書
の

達
成
を

跳
躍
台
と

し
て、

著
者
の

研
究
が

い

っ

そ

う
進

展
す
る

こ

と

を

期
待
し
た
い
。

註

（

↓
　
両
者
の

研

究
の
一

端
は、

い

ず
れ
も
著
者
が

翻
訳
を
手
が
け
た
、

　
ジ
ャ

ン
・

ボ

ベ

ロ

（
三

浦
信

孝
・

伊
達

聖
伸

訳）

『

フ

ラ

ン

ス

に

お

け

　
　
ラ

　

イ
　　コ
ン

　アア

　
る

脱
宗
教

性
の

歴

史
』

（
白

水
杜、

二

〇

〇

九

年）

な
ら

び

に

マ

ル

セ

　
ル
・

ゴ

ー

シ

ェ

（
伊

達
聖

伸
・

藤

田
尚

志
訳）

『

民
主

主
義
と

宗
教
』

　
（

ト

ラ

ン

ス

ビ

ュ

i
、

二

〇
一

〇

年）

に

よ

っ

て

窺
う
こ

と

が
で

き
る

。
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